応募様式1（概要）

	タイトル
	第9回 電気工学教材企画コンテスト
（所属）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	対象学年
	中学校（　　　）年生程度
	教材の種類
	実験装置　　ソフトウェア　　講義プログラム
（該当に○印）

	企画した教材について

	【教材の目的】
※対象とする教育内容（何を伝えるための教材か具体的に明記してください。）

※中学校学習内容との関連（中学校学習指導要領記載の項目のなかでもっとも近いものを記載してください。）

【期待される効果と達成目標】
※期待される学習効果と，その達成目標を具体的に明記してください。





【動作説明・原理（実験装置、ソフトウェアの場合）講義プログラムの概要（講義プログラムの場合）】






【オリジナリティ・アピールポイント】






	教材利用時の注意点

	【安全性への配慮（電気面、器材取扱、手順等）】【想定する使用環境】【必要な設備】等




	※本コンテストを知ったきっかけに〇を付けてください。
・掲示ポスター　・HP　・メルマガ　・教職員　・電気学会誌　・学会企業展示　・その他（　　　　　　　　　　）

	タイトル第○回 電気工学教材企画コンテスト
（所属）　○○工業高等専門学校　　□□学科　　△△研究室

	ディスプレイの仕組みを理解する実験教材記入例




	対象学年
	中学校（　3　）年生程度
	教材の種類
	実験装置　　ソフトウェア　　講義プログラム
（該当に○印）

	企画した教材について

	【教材の目的】
※対象とする教育内容（何を伝えるための教材か具体的に明記してください。）
現在、液晶やプラズマ、有機ELなどを用いた様々なディスプレイが、テレビ、パソコン、スマートホンなど、中学生にも身近なところに導入されている。それらがどのような原理で表示されているかを理解してもらい、LEDや半導体などといった分野への理解を深めてもらう。
※中学校学習内容との関連（中学校学習指導要領記載の項目のなかでもっとも近いものを記載してください。）
「電気とそのエネルギー」（ディスプレイの仕組みやLEDの原理を学ぶ。）
【期待される効果と達成目標】
※期待される学習効果と，その達成目標を具体的に明記してください。
本教材により，３原色の組み合わせにより様々な色を示すことが可能であることの理解が学習効果として期待できる。また，ＬＥＤの基本的な電気的特性についての体験的理解が学習効果として期待できる。３色の混合割合の変化により色がどのように変化するか説明できること，ＬＥＤの極性と電流の流れ方について説明できることが達成目標である。
【動作説明・原理（実験装置、ソフトウェアの場合）講義プログラムの概要（講義プログラムの場合）】
カラーディスプレイは、赤色、青色、緑色の、3種類の光（３原色）を組み合わせることで、様々な色を表示させることができる。この原理を理解してもらうために、実際に3色のLEDを用意し、それぞれ異なる強度で光らせることで、3原色を混合した時に現れる色を表示させる。3原色の混合割合を変えることによって表示される色が変化する様子を確認できる実験教材を作製する。3原色の混合割合の変化は、可変抵抗を用いて行う。可変抵抗を調整することで表示される色が連続的に変化する様子を中学生にみてもらい、ディスプレイでカラー表示する仕組みの理解を深めてもらう。
【オリジナリティ・アピールポイント】
この装置では、ディスプレイの仕組みを原理的にわかりやすく理解してもらうため、あえてアナログ的な仕組みを取り入れた。これによって、直感的にわかりやすい教材としたところがアピールポイントである。また原理が単純なため、より高度な教材へ応用させるための拡張性も高いと思われる。また、中学生が3原色の混合割合を変化させられるような操作系をとりいれたところも、理解度をいっそう深めてもらう上で大きなポイントとなりうると考えている。

	教材利用時の注意点

	【安全性への配慮（電気面、器材取扱、手順等）】【想定する使用環境】【必要な設備】等
＊LEDに流す電流が上限を超えないように、直列に接続する抵抗値を設定する。
＊発光部分に触れることができないようにカバーで覆う。
＊一般的な教室で利用可能である（電源などの装置は不要である）。

	※本コンテストを知ったきっかけに〇を付けてください。
・掲示ポスター　・HP　・メルマガ　・教職員　・電気学会誌　・学会企業展示　・その他（　電気新聞記事　）
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